
東部福祉の会 20周年に。 
・梅雨明け宣言の後、結構激しい雨がほぼ毎日。

洗濯物の乾きは悪く、蒸し暑い日が続いています

が、こんなときこそ、熱中症にならないよう、気

をつけてください。家にいると案外水分をとる事

が少ないです。まだまだ暑くなると TV のお天気

担当の人がいっています。 

・東部福祉の会は、発会に先立つ事２年ほど、市

民社協や市の福祉課職員も交え、本宿、本町、吉

祥寺東の三つのコミュニティセンターで、民生・

児童委員さんをはじめ地域で活動中の沢山の団

体の方、コミュニティ協議会の運営委員の方が集

まって準備会を持ち、1998 年 2 月発足しました。 

・ご記憶にあるでしょうか。国が高齢社会に備え、

厚生省と大蔵省と自治省の合意で 1989 年に策定

した高齢者保健福祉推進 10 カ年戦略「ゴールド

プラン」。高齢化は予想を超えて急速に進み、1994

年、早くも改正されて新ゴールドプランが、さら

に加速する高齢化社会に対応すべく「ゴールドプ

ラン 21」が 1999 年年末に発表されました。 

高齢者が「健康で生きがいをもって社会参加でき

る社会」を謳い、「いつでもどこでも介護サービ

ス」「尊厳を保ちながら暮らせる社会づくり」「支

え合うあたたかな地域づくり」「保健福祉を支え

る基礎づくり」など、介護サービスの基盤整備と

生活支援対策などが定められ喧伝されました。 

そして 2000 年４月、今では皆さんご存知の利用

される方も多い介護保険制度が始まりました。 

 

・「東部福祉の会」も含め地域福祉の会は、高齢

社会の現状を見込んで、行政では担いきれない、

暮らして行く上での支えあいの部分を、お互いさ

まの気持ちで地域の中で助け合って欲しいとい

う、強い要望の中に生まれ、活動をはじめました。 
生きて行く事は行政が保障するけれど、細かい日

常までは面倒見られない。安心して心豊かに暮ら

すためには、地域社会が担う部分があるだろう…。

投げられた課題に、でも皆んなで真剣に取り組み、

手探りで活動をはじめました。「困った時に、ご

近所同士助け合える地域をつくりましょう」を合

い言葉に。 

・その中でこの黄色の「たんぽぽ」が生まれ、毎

年の「吉祥寺東部フェスティバル」が始まり、「若

葉会」の集まりや「たんぽぽ映画会」、そして地

味ながらとても役に立っている諸団体／グルー

プの隔月の「情報交換会」が定着してきました。 

・手探り時代の迷いを励ましながらリードされた

岡田延紹前会長、事務局長役で「たんぽぽ」を担

当した井部文哉さん、気持ちの拠り所となる福祉

施設として一昨年まで二丁目にあった「岡田さん

ち」の存在と、施設長の協力が、今の東部福祉の

会の活動の動力源でした。そして、２つの駐在所

の代々の駐在さんが、見えない所でしっかり支え

てくれています。 

・東部福祉の会は、この地域には、何が必要なの

かしらと試行錯誤を重ねながら 20 年になりまし

た。その間、中越大震災 東日本大震災 熊本連

続地震と、住民が支えあわねばならない究極の災

害後の地域も見ました。そして、考えながら自分

も年老いてきました。この部分を手伝ってもらえ

たら自立が続けられると解ってきた部分が増え

ました。今後に活かせます。そして、活動を通じ

て、気付く所も、気付かない所も、実は、家族以

外の近所の方、友人、地域に支えられて毎日がそ

れでも平穏にあるのだということを実感してい

ます。20 年記念誌（各戸配布予定）をつくるため

沢山の写真を見ました。涙が出ました。なくなら

れた方も含め、皆さんの暖かい笑顔が、地域を支

えてくれていると、改めて感謝するばかりです。 

・20 周年の記念式を、９月３日の本宿小体育館で

の「吉祥寺東部フェスティバル」の冒頭で行いま

す。おいでください。「これでいいのか」と焦っ

た時もありましたが、皆んなで地域を、赤ちゃん

から小中学生、高齢者、外国の方までを、どこか

で思い及ばせる事こそ地域福祉ではないかと思

っています。           原 利子 
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